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は
じ
め
に

税
所
敦
子
（
１
）

は
、
御
歌
所
歌
壇
の
中
心
で
あ
っ
た
桂
園
派
勢
力
を
担
っ
た
歌

人
の
一
人
で
あ
る
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
歌
道
御
用
掛
を
務
め
た
八
田

知
紀
に
師
事
し
た
と
さ
れ
、
無
署
名
「
税
所
敦
子
刀
自
逝
く
」（『
女
鑑
』
一
九

九
号
、
一
九
〇
〇
年
二
月
）
に
記
さ
れ
た
敦
子
の
略
歴
に
は
、

若
う
し
て
、
香
川
景
樹
の
門
人
八
田
知
紀
大
人
に
師
事
し
て
、
頗
る
和
歌

に
造
詣
す
。
（
２
）

と
い
う
一
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
知
紀
の
高
弟
で
後
の
御
歌
所
長

高
崎
正
風
と
親
交
を
結
び
、
正
風
に
推
さ
れ
て
宮
中
出
仕
に
至
る
と
い
う
経
緯

を
有
す
る
。
さ
ら
に
、
無
署
名
「
税
所
敦
子
刀
自
の
小
伝
」（『
日
本
弘
道
叢

記
』
九
五
号
、
一
九
〇
〇
年
三
月
）
で
は
、

年
や
ゝ
長
け
て
よ
り
は
、
千
種
有
功
卿
に
就
き
て
和
歌
を
学
び
、
和
漢
の

書
に
も
志
し
て
一
々
其
の
蘊
奥
を
究
む
。
後
八
田
知
紀
翁
に
も
教
を
う
け

た
る
こ
と
あ
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
知
紀
以
前
に
は
堂
上
公
家
の
千
種
有
功
の
教
え
を
受
け
て
い

る
。
有
功
は
堂
上
歌
人
で
あ
り
な
が
ら
、
香
川
景
樹
を
は
じ
め
と
す
る
地
下
歌

人
等
と
交
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
ま
た
景
樹
の
門
人
で
あ
っ
た
知
紀
と
も
交

遊
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
３
）
。

で
は
実
際
に
敦
子
は
、
有
功
や
知
紀
、
正
風
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
し
、
関
係
を
明
ら

か
に
し
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
敦
子
が
桂
園
派
に
位
置

付
け
ら
れ
る
に
至
る
経
緯
、
つ
ま
り
敦
子
が
歌
人
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
く
過

程
は
、
決
し
て
看
過
で
き
な
い
重
要
な
検
討
対
象
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
蔑
ろ

に
さ
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
注
（
１
）
所
掲
拙
稿
に
引

き
続
き
、
敦
子
の
基
礎
的
研
究
の
一
環
と
し
て
、
敦
子
の
歌
人
人
生
に
大
き
く

関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
有
功
、
知
紀
、
正
風
と
の
関
係
に
着
目
し
、
歌
人
税

所
敦
子
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
敦
子
が
明

歌

人

税

所

敦

子

の

形

成

長
　
福
　
香
　
菜



治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
宮
中
出
仕
を
果
た
す
以
前
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と

す
る
。

敦
子
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
敦
子
の
逝
去
後
に
新
聞
や
雑
誌
等
に
度
々
掲
載

さ
れ
た
が
、
ど
れ
も
抽
象
的
な
記
述
に
と
ど
ま
り
、
年
代
が
明
ら
か
で
な
い
も

の
も
多
い
た
め
、
詳
細
さ
に
欠
け
る
。
ま
た
、
敦
子
の
基
礎
的
研
究
と
さ
れ
る

屋
代
熊
太
郎
編
・
発
行
『
税
所
敦
子
刀
自
』
（
４
）

の
伝
記
は
詳
し
い
が
、
そ
の
記
述

の
具
体
的
根
拠
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
信
憑
性
に
欠
け
る
点
が
あ
る
。

敦
子
自
撰
の
家
集
『
御
垣
の
下
草
』（
一
八
八
八
年
　
東
京
・
松
井
総
兵
衛

発
行
）
の
序
文
を
記
し
た
正
風
が
、
そ
の
中
で
敦
子
の
経
歴
を
次
の
よ
う
に
紹

介
し
て
い
る
。

権
掌
侍
税
所
敦
子
の
刀
自
は
も
と
林
氏
に
て
、
文
政
八
年
と
い
ふ
と
し
、

京
都
鴨
河
の
ひ
ん
が
し
錦
織
の
里
に
う
ま
れ
、
幼
き
時
よ
り
歌
を
よ
み
、

文
を
か
き
、
よ
に
め
で
は
や
さ
れ
き
。
十
八
の
年
に
父
を
失
ひ
、
二
十
に

し
て
薩
摩
の
殿
人
税
所
氏
に
と
つ
ぎ
、
二
十
八
に
て
良
人
に
お
く
れ
、
あ

く
る
と
し
鹿
児
島
に
く
だ
り
、
姑
に
つ
か
へ
て
孝
養
を
つ
く
さ
れ
し
に
、

贈
大
納
言
殿
そ
の
才
徳
を
聞
た
ま
ひ
て
、
ぬ
き
い
で
て
若
君
の
か
し
づ
き

と
な
さ
れ
し
か
ば
、
よ
る
ひ
る
心
を
尽
し
守
り
立
ら
れ
し
に
、
其
か
ひ
な

く
、
俄
に
み
ま
か
り
給
ひ
け
れ
ば
、「
同
じ
道
に
も
」
と
思
ひ
な
げ
か
れ

し
を
、
心
に
も
え
ま
か
せ
ず
、
又
家
に
か
へ
り
て
姑
に
つ
か
ふ
る
こ
と
は

じ
め
の
如
し
。
其
後
前
左
大
臣
殿
の
ひ
め
君
の
近
衛
殿
に
御
入
輿
の
時
、

つ
け
ら
れ
て
都
に
の
ぼ
り
、
久
し
き
年
月
を
ひ
と
日
の
如
く
つ
か
へ
ら
れ

し
に
、
明
治
八
年
の
秋
、
皇
后
宮
の
内
侍
に
め
さ
れ
た
り
。

さ
ら
に
正
風
は
、

唯
君
は
こ
こ
ろ
し
り
の
友
に
お
は
す
れ
ば
、「
巻
の
は
じ
め
に
ひ
と
こ
と

そ
へ
た
ま
ひ
て
よ
」
と
い
は
る
る
に
、
と
し
ご
ろ
の
ま
じ
ら
ひ
を
お
も
へ

ば
、
い
な
む
べ
く
も
あ
ら
ず
。

と
、
敦
子
に
請
わ
れ
て
序
文
を
記
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
記
述
に
誤
り
は
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
序
文
を
は
じ
め
、
加
え
て
敦
子
の
著

作
や
、
池
袋
清
風
「
税
所
敦
子
刀
自
を
憶
ふ
（
一
）」（『
国
民
新
聞
』
一
九
〇

〇
年
三
月
十
五
日
）、
阪
正
臣
「
税
所
刀
自
の
伝
」（『
心
の
花
』
三
巻
二
号
、

一
九
〇
〇
年
二
月
）
と
い
っ
た
、
敦
子
と
近
し
い
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
記

事
、『
敦
子
刀
自
』
の
伝
記
中
の
「
敦
子
の
臨
終
」
に
収
録
さ
れ
る
「
明
治
三

十
三
年
二
月
八
日
／
諷
誦
文
」
（
５
）

を
基
礎
と
し
て
、
敦
子
と
有
功
、
知
紀
、
正
風

と
の
関
わ
り
を
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
あ
く
ま
で
敦
子
を
軸
に
据

え
、
時
系
列
に
沿
っ
て
見
て
い
く
が
、
有
功
と
知
紀
、
ま
た
知
紀
と
正
風
の
関

係
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
言
及
し
て
い
き
た
い
。

一
　
京
都
時
代

（
一
）
文
政
八
年
〜
同
十
三
年

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
三
月
、
敦
子
は
、
京
都
鴨
川
の
東
に
位
置
す
る
錦

織
の
里
（
現
、
京
都
市
左
京
区
岡
崎
）
に
生
を
う
け
る
。
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こ
の
年
、
二
十
七
歳
だ
っ
た
知
紀
は
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
『
八
田
知
紀

一
代
略
記
　
全
』

（
６
）

に
、

同
八
月
五
日
蔵
方
目
付
御
断
申
出
、
御
免
被
仰
下
候
。
尤
京
都
蔵
役
勤
懇

望
に
付
、
内
願
申
上
置
候
故
ニ
候
。
旦
歌
学
執
心
之
癖
に
て
頻
り
に
上
京

之
願
心
お
こ
り
、
右
通
ニ
及
候
事
。

と
あ
る
よ
う
に
、「
蔵
方
目
付
」
を
辞
任
し
、
京
都
藩
邸
で
の
「
蔵
役
勤
」
を

切
望
し
て
い
る
。「
歌
学
執
心
之
癖
」
と
あ
る
よ
う
に
、
知
紀
は
歌
道
に
対
し

て
強
い
関
心
を
持
ち
、
そ
の
道
を
学
び
究
め
る
た
め
に
希
望
し
た
京
都
行
き
を

実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
契
機
に
、
知
紀
は
本
格
的
に
歌
の
道
へ
足
を

踏
み
入
れ
た
。
以
下
、
知
紀
が
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
桂
園
入
門
す
る

ま
で
を
追
っ
て
み
た
い
。『
一
代
略
記
』
の
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
十
二
月

の
条
に
は
、

富
小
路
貞
直
卿
え
参
殿
仕
候
。
夫
よ
り
月
次
御
会
席
に
も
折
々
罷
出
候
て

い
つ
も
御
前
え
被
召
義
御
懇
命
候
。〈
中
略
〉
○
城
戸
千
楯
所
え
折
々
差

越
万
葉
集
会
読
相
頼
候
。
其
外
折
々
相
交
候
雅
友
、
加
茂
季
鷹
、
村
田
春

門
、
大
江
広
海
、
大
橋
長
広
、
服
部
敏
夏
、
垣
本
雪
臣
等
に
て
候
。
尤
香

川
先
生
ハ
抜
群
の
人
に
て
終
に
致
入
門
候
事
。

と
あ
り
、
地
下
歌
人
と
も
交
流
の
あ
っ
た
堂
上
歌
人
富
小
路
貞
直
の
元
へ
参
上

し
て
お
り
、
以
降
歌
会
に
も
出
席
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
知
紀
は
景

樹
門
へ
入
る
こ
と
を
決
心
す
る
一
方
で
、
本
居
宣
長
に
師
事
し
た
城
戸
千
楯
に

度
々
万
葉
集
の
会
読
を
願
い
出
て
い
た
。
同
時
に
「
雅
友
」
と
し
て
、
有
栖
川

職
仁
親
王
や
村
田
春
海
・
加
藤
千
蔭
ら
と
親
交
の
あ
っ
た
賀
茂
季
鷹
、
本
居
宣

長
門
の
村
田
春
門
、
春
海
門
の
大
江
広
海
な
ど
と
い
っ
た
歌
人
ら
と
も
交
わ
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
景
樹
を
敬
慕
し
な
が
ら
も
、
桂
園
派
歌
学
に
一
心
に
傾

倒
す
る
の
で
は
な
く
、
学
派
の
区
別
な
く
、
様
々
な
歌
人
ら
と
接
触
を
持
っ
て

い
た
知
紀
の
交
遊
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
万
葉
集
の
会
得
も
ま
た
歌

道
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
弁
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

翌
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
夏
、
知
紀
は
京
の
岡
崎
に
あ
る
景
樹
の
自
邸
東

塢
亭
を
訪
れ
、
初
対
面
を
果
た
し
た
。
加
藤
雄
吉（
７
）
「
八
田
知
紀
並
其
著
書
」

（『
め
さ
ま
し
草
』
巻
四
七
、
一
九
〇
〇
年
十
一
月
）
に
、

貴
賤
通
交
帳
（
自
筆
）
に

一
香
川
景
樹
先
生

右
文
政
九
年
戌
夏
始
て
岡
崎
東
塢
亭
を
訪
ひ
致
相
見
候

と
あ
る
に
拠
る
。
た
だ
し
、「
貴
賤
通
交
帳
（
自
筆
）」
に
関
し
て
は
、
同
じ
く

加
藤
が
『
近世

薩
州
群
書
一
覧
』

（
８
）

に
お
い
て
、

貴
賤
通
交
帳

八
田
知
紀
が
備
忘
の
た
め
に
記
し
つ
る
帳
簿
也
。
こ
な
た
よ
り
の
訪

問
、
入
門
者
の
名
簿
な
ど
も
あ
り
。
八
田
三
郎
氏
蔵
の
遺
書
の
中
に
見

て
き
。

と
記
し
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
所
在
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
自
筆
と
の
加
藤
の
判
断
が
正
し
け
れ
ば
、
知
紀
の
伝
記
事
項
と
し
て
信
頼

で
き
よ
う
。
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『
一
代
略
記
』
の
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
八
月
の
条
を
見
て
み
る
。

同
八
月
香
川
家
に
入
門
の
事
、
尤
山
田
一
郎
左
衛
門
殿
上
京
便
よ
り
書
翰

を
以
て
相
頼
候
。
先
年
拙
者
在
京
之
時
分
迄
は
景
樹
翁
折
々
致
相
見
候
迄

に
て
入
門
の
儀
不
相
果
候
処
、
此
節
弥
感
服
之
訳
に
て
初
て
入
門
に
及
候

事
。

知
紀
は
こ
の
と
き
薩
摩
に
い
た
た
め
、
入
門
の
旨
を
記
し
た
景
樹
宛
の
書
翰

を
、
上
京
す
る
同
じ
薩
摩
藩
士
で
桂
園
門
下
の
山
田
清
安
に
託
し
た
。
知
紀
は

文
政
九
年
に
初
め
て
景
樹
と
対
面
し
た
後
も
時
々
は
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
て
い

た
よ
う
だ
が
、
結
局
入
門
を
果
た
せ
ず
、
四
年
を
経
て
の
入
門
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
稲
葉
文
庫
蔵
「
桂
園
入
門
名
簿
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
）
を
確
認
し
て
み
る
と
、
一
丁
目
に
「
入
門
名
簿
／
自
文
政
十
一

年
戊
子
正
月
／
天
保
七
年
丙
申
」
と
記
さ
れ
、
文
政
十
三
年
十
一
月
の
項
に
は
、

「
十
六
日
　
薩
州
藩
　
八
田
喜
左
衛
門
　
知
紀
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
知
紀

が
清
安
に
入
門
届
を
預
け
た
の
は
八
月
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
景
樹
が
受
け
取

り
、
正
式
に
入
門
を
認
め
た
の
が
十
一
月
十
六
日
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
て
知
紀
は
、
三
十
二
歳
の
と
き
に
景
樹
の
門
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

敦
子
が
京
都
に
誕
生
し
た
年
、
歌
道
を
学
ぶ
た
め
知
紀
も
ま
た
京
都
に
立
っ

た
。
桂
園
入
門
の
意
志
は
固
く
、
そ
の
思
い
を
果
た
す
も
、
一
方
で
、
流
派
に

こ
だ
わ
ら
ず
に
幅
広
い
交
遊
関
係
を
築
い
た
知
紀
の
歌
道
に
対
す
る
考
え
方
が

反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
天
保
六
年

清
風
は
「
税
所
敦
子
刀
自
を
憶
ふ
（
一
）」
に
お
い
て
、
伝
え
聞
い
た
敦
子

の
幼
少
期
の
話
を
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

予
幼
時
始
て
和
歌
を
詠
ぜ
し
時
、
八
田
翁
の
門
人
な
る
一
老
翁
曰
く
「
敦

子
は
生
れ
て
五
歳
よ
り
詠
歌
を
学
び
し
」
と
。
未
其
其
〈
マ
マ
〉

実
否
を
知
ら
ず
。

〈
中
略
〉
且
此
時
始
て
敦
子
の
名
を
聞
け
り
。

予
嘗
て
京
都
川
東
大
和
大
路
建
仁
寺
の
近
所
な
る
上
田
重
女
の
居
を
訪
ひ
、

歌
談
偶
敦
子
の
事
に
及
ぶ
。
重
女
曰
く
「
歌
会
と
あ
れ
ば
如
何
な
る
男
子

先
生
方
列
席
の
座
に
も
少
し
も
畏
れ
憚
か
ら
ず
し
て
、
出
席
す
る
十
二
三

歳
の
田
舎
娘
ら
し
き
少
女
あ
り
し
由
、
是
即
ち
今
の
敦
子
な
り
し
」
と
。

蓋
敦
子
は
至
て
謙
遜
な
る
も
和
歌
を
好
の
熱
心
斯
に
至
り
し
也
。

幼
少
の
頃
か
ら
歌
を
詠
み
、
歌
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
敦
子
の
姿

が
窺
い
知
れ
、
歌
道
に
対
す
る
執
心
を
物
語
る
一
文
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た

「
諷
誦
文
」
で
は
、
願
い
が
成
就
す
る
と
い
う
嵯
峨
の
虚
空
蔵
の
評
判
を
耳
に

し
た
敦
子
が
、
十
一
歳
の
と
き
に
「
歌
道
の
名
人
」
に
な
り
た
い
と
い
う
願
い

を
叶
え
る
べ
く
、
一
夜
こ
も
っ
て
祈
願
を
し
た
と
い
う
逸
話
が
紹
介
さ
れ
、
次

の
よ
う
に
続
け
る
。

茲
に
歌
道
の
名
家
千
種
有
功
卿
伝
聞
し
て
、
大
に
之
を
感
じ
、
召
し
て
侍

女
と
な
す
。
是
よ
り
卿
に
就
て
歌
道
を
学
び
、
嶄
然
頭
角
を
顕
せ
り
。
然

れ
ど
も
猶
其
道
に
達
せ
ざ
る
を
歎
く
こ
と
深
し
。
時
に
八
田
知
紀
あ
り
。
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刀
自
の
師
友
た
り
。
翁
慰
め
て
曰
く
、「
貴
女
の
如
き
は
実
に
斯
道
の
達

人
な
り
」
と
。

こ
の
わ
ず
か
十
一
歳
の
歌
道
精
進
を
伝
え
聞
い
た
有
功
は
、
敦
子
を
「
侍
女
」

と
し
て
受
け
入
れ
、
そ
の
傍
ら
で
歌
の
道
を
教
示
し
た
の
で
あ
る
。

加
藤
の
『
尾
花
集
』
所
収
「
八
田
知
紀
略
年
譜
」
（
９
）

に
は
、「
天
保
六
年
　
卅

七
歳
、
夏
始
て
千
種
有
功
卿
に
参
殿
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
知
紀
と
有
功
は
、

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
初
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
景
樹
を
通

じ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
年
は
敦
子
十
一
歳
の
時
で
あ
り
、
先

述
の
経
緯
を
経
て
、
直
ち
に
有
功
に
教
え
を
請
う
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ま
さ
に

敦
子
と
知
紀
は
ほ
と
ん
ど
時
を
同
じ
く
し
て
有
功
と
の
交
流
を
始
め
た
こ
と
に

な
る
。
十
一
歳
以
前
に
す
で
に
知
紀
の
知
遇
を
得
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
は

否
定
は
で
き
な
い
が
、
幼
少
時
の
敦
子
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
は
不
明
な

点
が
多
く
、
ま
た
知
紀
に
関
す
る
資
料
か
ら
も
そ
れ
を
証
明
し
得
な
い
。
お
そ

ら
く
有
功
を
中
心
と
し
た
歌
人
グ
ル
ー
プ
の
中
に
知
紀
が
加
わ
り
、
そ
の
中
に

有
功
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
敦
子
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

（
三
）
弘
化
元
年

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）、
敦
子
は
二
十
歳
の
と
き
に
薩
摩
藩
士
税
所
篤
之

と
結
婚
す
る
。
清
風
「
税
所
敦
子
刀
自
を
憶
ふ
（
一
）」
は
、

予
老
父
は
、
天
保
年
代
青
年
の
時
、
漢
学
の
為
に
京
都
に
留
学
せ
し
事
あ

り
。
曰
く
「
―当
―時
―京
―都
―錦
―小
―路
―薩
―摩
―邸
―内
―の
―重
―な
―る
―役
―人
―は
―、
―京
―都
―留
―守

―居
―山
―田
―一
―郎
―左
―衛
―門
―清
―安
―、
―同
―書
―役
―八
―田
―喜
―左
―衛
―門
―知
―紀
―、
―見
―聞
―役
―税
―所

―隆
〈
マ
マ
〉―右
―衛
―門
―篤
―之
―等
―也
―。
―以
―上
―の
―三
―名
―皆
―桂
―門
―に
―入
―り
―、
―和
―歌
―を
―学
―べ
―り
―。

―内
―税
―所
―氏
―は
―、
―更
―に
―四
―条
―画
―の
―泰
―斗
―景
―文
―に
―画
―を
―学
―び
―、
―画
―名
―を
―文
―豹
―と

―云
―へ
―り
。
云
々
」
思
ふ
に
、
此
間
に
敦
子
は
多
分
和
歌
の
関
係
よ
り
し

て
、
税
所
氏
に
知
ら
れ
、
其
室
と
な
ら
れ
し
な
ら
ん
。

と
、
父
親
か
ら
聞
い
た
話
を
掲
載
し
て
い
る
。
清
風
の
聞
書
に
よ
る
と
、
敦
子

の
夫
篤
之
は
、
山
田
清
安
、
知
紀
と
と
も
に
京
都
錦
小
路
の
薩
摩
藩
邸
に
勤
め

て
お
り
、そ
の
一
方
で
、
桂
園
門
に
入
り
、
歌
を
学
ん
で
い
た
。
ま
た
篤
之
は
、

四
条
派
の
画
家
松
村
景
文
に
絵
を
学
ぶ
、
画
人
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
頃
、
正
式
に
有
功
門
に
入
門
す
る
。
大
阪
市
立
大
学
の
森
文
庫

に
は
、
有
功
の
門
人
録
『
有
功
卿
御
門
人
方
校
名
并
居
處
之
扣
』

（
10
）

が
あ
り
、
現

在
森
文
庫
和
古
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、

容
易
に
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
表
紙
に
は
、「
弘
化
元
年
／
有
功
卿
／
御
門
人

方
校
名
并
居
處
之
扣
／
千
種
□

〈
破
損
〉

」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
弘
化
元
年
か
ら
有
功
没

年
で
あ
る
嘉
永
七
年
ま
で
の
入
門
記
録
で
あ
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
、
森
繁
夫

が
『
人
物
百
談
』（
一
九
四
三
年
　
三
宅
書
店
）
に
「
六
六
　
千
種
有
功
門
人

帳
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。

―一
―般
―の
―歌
―人
―系
―図
―な
―ど
―で
―は
―、
―有
―功
―の
―門
―流
―と
―特
―示
―す
―る
―も
―の
―を
―見
―ず
―、

―其
―門
―下
―と
―し
―て
―、
―僅
―に
―高
―畠
―式
―部
―と
―税
―所
―敦
―子
―の
―名
―を
―見
―る
―位
―に
―止
―ま
―る

が
、
こ
ゝ
に
偶
然
に
も
、
筆
者
の
眼
前
に
「
御
門
人
方
校
名
并
居
處
之

扣
、
弘
化
元
年
、
千
種
家
」
と
題
せ
る
名
簿
が
現
れ
た
。
此
帖
は
竪
四
寸
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二
分
、
横
一
尺
一
寸
、
半
紙
二
つ
折
の
横
綴
本
で
、
人
員
総
て
百
五
十
六

名
、
憾
む
ら
く
ば
上
部
左
右
損
傷
甚
し
く
、
肝
腎
の
入
門
年
月
の
項
が
多

く
欠
け
、
隔
靴
掻
痒
に
堪
へ
ぬ
が
、
前
後
を
案
ず
る
に
、
最
初
の
三
十
七

筆
は
同
一
筆
一
気
に
書
下
し
あ
り
、
其
以
後
は
筆
蹟
区
々
に
て
、
家
扶
用

人
な
ど
の
随
時
書
記
せ
し
と
覚
し
く
、
謝
礼
居
住
等
克
明
に
登
録
さ
れ
て

あ
る
。

画
像
を
確
認
す
る
と
、
確
か
に
上
部
の
破
損
に
よ
っ
て
、
入
門
年
月
日
や
口

入
、
居
住
地
等
が
欠
け
、
判
読
し
得
な
い
箇
所
が
あ
る
。
敦
子
の
入
門
年
月
日

に
関
し
て
も
破
損
の
た
め
不
明
で
は
あ
る
が
、

林
故
左
馬
允
女

小
伝
敦
子

京
仁
王
門
通
東
ノ
川
端
野
は
づ
れ

と
、
名
前
は
見
え
る
。
前
後
の
配
列
か
ら
、
敦
子
の
入
門
年
に
つ
い
て
お
お
よ

そ
の
見
当
を
つ
け
て
み
る
。
敦
子
入
門
以
前
で
、
年
月
日
が
判
明
す
る
の
は
、

筆
頭
に
記
録
さ
れ
て
い
る
「
巳
年
六
月
廿
五
日
／
尾
張
大
納
言
殿
」、
次
い
で

「
午
年
十
一
月
／
仙
石
讃
岐
守
殿
」
の
み
で
あ
る
。「
尾
張
大
納
言
殿
」
は
尾
張

徳
川
家
十
二
代
当
主
徳
川
斉
荘
、「
仙
石
讃
岐
守
殿
」
と
は
但
馬
出
石
藩
の
仙

石
家
七
代
仙
石
久
利
の
こ
と
で
あ
る
。
敦
子
の
入
門
以
後
は
、「
巳
／
四
月
廿

七
日
」「
午
正
月
九
日
」「
午
八
月
八
日
」「
未
正
月
十
六
日
」「
嘉
永
二
年
／
二

月
廿
四
日
」「
嘉
永
三
年
／
正
月
六
日
」「
嘉
永
四
辛
年
／
亥
正
月
十
五
日
」「
嘉

永
五
壬
子
年
閏
二
月
十
四
日
」「
嘉
永
六
丑
年
／
二
月
二
日
」「
寅
年
／
二
月
廿

三
日
」
と
続
く
。
つ
ま
り
、
大
名
で
あ
っ
た
二
名
を
冒
頭
に
掲
げ
る
が
、
そ
れ

以
降
は
年
代
順
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
敦
子
の
入
門
年
は
同
書
が
書

き
始
め
ら
れ
た
弘
化
元
年
以
降
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
四
月
以
前
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。
前
述
の
通
り
、
敦
子
は
入
門
前
よ
り
有
功
の
教
え
を
受
け
て
い
た

が
、
こ
の
頃
お
そ
ら
く
結
婚
し
た
の
を
機
に
、
正
式
に
入
門
を
果
た
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
四
）
嘉
永
三
年
〜
同
五
年

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）、
鹿
児
島
で
は
島
津
家
の
家
督
相
続
問
題
が
起
こ

る
。
斉
興
の
後
継
を
め
ぐ
っ
て
、
斉
興
の
側
室
で
あ
る
お
由
羅
の
子
久
光
と
斉

彬
が
対
立
し
、
斉
彬
擁
立
に
奔
走
し
た
人
々
が
処
分
さ
れ
た
。
所
謂
嘉
永
朋
党

事
件
（
お
由
良
騒
動
、
高
崎
崩
れ
と
も
）
で
あ
る
。
知
紀
が
景
樹
門
へ
入
門
す

る
際
に
仲
介
役
と
な
っ
た
清
安
、
そ
し
て
正
風
の
父
高
崎
温
恭
は
切
腹
、
知
紀

は
免
職
並
び
に
謹
慎
、
正
風
は
遠
島
の
刑
を
受
け
て
い
る
。
正
風
の
著
述
や
談

話
を
ま
と
め
た
遠
山
稲
子
編『
歌
も
の
が
た
り
』（
一
九
一
二
年
　
東
京
社
）の

「
始
め
て
詠
歌
に
志
さ
せ
し
動
機
」
に
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）七
月
に
十

五
歳
に
達
す
る
の
を
待
っ
て
島
流
し
に
処
せ
ら
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
同
じ
く
連
座
し
た
知
紀
は
、『
一
代
略
記
』
の
嘉
永
四
年
（
一
八
五

一
）
の
条
に
よ
る
と
、

同
四
年
亥
五
月
中
宿
御
暇
頼
達
蒲
生
郷
へ
差
越
筈
候
処
、
同
所
之
儀
は
差

支
候
儀
有
之
候
。
故
都
之
城
え
場
所
替
申
上
候
。
同
十
月
廿
二
日
よ
り
同
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所
へ
差
越
候
事
。

と
あ
り
、
嘉
永
四
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
都
城
へ
移
り
住
ん
で
い
る
。
そ
の
都

城
時
代
に
編
ま
れ
た
の
が
『
都
洲
集
』
で
あ
る
。『
都
洲
集
』
に
つ
い
て
は
、

「
八
田
喜
左
衛
門
著
／
嘉
永
六
丑
年
冬
／
江
戸
芝
神
明
前
／
岡
田
屋
嘉
七
」
の

刊
記
を
持
つ
内
閣
文
庫
蔵
本
を
使
用
す
る
。
中
本
で
上
・
下
巻
か
ら
成
り
、
上

巻
に
は
都
城
の
歌
人
大
舘
晴
勝
の
跋
文
を
収
め
る
。
歌
集
が
編
ま
れ
た
経
緯

は
、
次
の
晴
勝
の
跋
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。

去
年
の
今
ば
か
り
よ
り
、
桃
岡
八
田
大
人
し
ば
ら
く
わ
が
都
洲
へ
す
み
給

ふ
べ
き
よ
し
あ
り
て
、
や
が
て
こ
ゝ
な
る
景
雲
亭
へ
と
ま
り
給
へ
り
し

に
、
必
隣
あ
る
た
め
し
な
れ
ば
、
朝
夕
に
ま
ゐ
り
つ
ど
ひ
て
な
に
く
れ
と

物
き
こ
ゆ
る
ほ
ど
に
、
よ
み
す
て
給
ひ
し
歌
ど
も
あ
ま
た
つ
も
り
て
、
社

友
の
耳
に
の
み
し
る
し
た
る
も
少
か
ら
ね
ば
、
そ
を
ひ
と
つ
に
も
の
し
て

わ
な
み
が
腰
折
を
さ
へ
つ
み
く
は
へ
、
か
り
に
こ
ゝ
の
名
に
お
ふ
高
千
穂

の
都
洲
集
と
名
づ
け
し
も
、
た
ゞ
一
時
の
す
さ
み
草
な
り
け
り
。

嘉
永
五
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
舘
晴
勝

こ
の
跋
文
が
書
か
れ
た
の
が
「
嘉
永
五
年
十
月
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
去

年
の
今
ば
か
り
」
と
は
嘉
永
四
年
十
月
頃
で
あ
り
、
転
居
の
時
期
が
『
一
代
略

記
』
の
記
述
と
一
致
す
る
。
都
城
の
人
々
は
、
知
紀
を
慕
っ
て
集
ま
り
、
歌
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
晴
勝
は
、
知
紀
や
彼
の
門
人
ら
の
歌
を
集
め
て
『
都
洲
集
』

を
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
に
は
、
さ
ら
に
追
記
が
あ
る
。

か
く
も
の
し
を
へ
つ
る
に
、
と
し
ご
ろ
を
ち
こ
ち
よ
り
大
人
の
も
と
へ
お

く
ら
れ
し
た
ざ
く
や
う
の
も
の
、
或
は
消
息
文
の
お
く
や
は
し
や
に
か
い

つ
け
お
こ
さ
れ
し
な
ど
あ
ま
た
見
出
た
る
。
そ
れ
む
な
し
う
ち
り
う
せ
む

も
く
ち
を
し
き
わ
ざ
な
れ
ば
、
い
で
や
亭
中
に
も
れ
た
る
近
頃
の
も
あ
つ

め
て
ひ
と
つ
に
こ
そ
と
て
、
れ
い
の
み
だ
り
に
か
い
つ
め
た
る
。
や
が
て

下
巻
と
は
な
し
ぬ
め
り
。

当
初
は
、
一
冊
（
上
巻
）
の
み
で
終
え
る
予
定
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
知
紀

の
元
へ
送
ら
れ
て
く
る
短
冊
や
手
紙
に
書
き
添
え
ら
れ
た
歌
な
ど
を
集
め
て
、

さ
ら
に
下
巻
を
編
ん
だ
と
い
う
。
敦
子
の
歌
は
、
下
巻
に
春
歌
一
首
、
夏
歌
二

首
、
冬
歌
一
首
の
計
四
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

下
巻
の
末
尾
に
は
、
一
丁
分
の
歌
人
姓
名
録
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
都
之
城
」

の
歌
人
は
四
十
二
名
、
そ
の
他
「
鹿
児
島
」
や
「
京
」
な
ど
を
含
む
二
十
六
名

が
名
を
連
ね
て
い
る
。
二
十
六
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

鹿
児
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
貞
賢
　
　
樺
山
浅
子

山
口
利
兼
　
　

樺
山
資
雄
　
　
若
松
則
文
　
　
松
元
時
直

境
田
通
古
　
　

田
代
清
秋
　
　
田
中
国
定
　
　
橋
口
春
臣

関
　
広
国
　
　

川
畑
清
流
　
　
渋
谷
国
安
　
　
―税
―所
―氏
―あ
―つ
―子

京
　
山
田
恭
平
　
　
京
近
藤
清
明
　
京
　
小

〈
マ
マ
〉田

垣
蓮
月

田
中

京
十
二
童
み
や
子

京
　
別
所
氏
妙
子
　
京
奥
田
千
枝
子
江
戸
小
笹
氏
升
子
伏
水
服
部
光
武

豊
後
渡
辺
　
明

市
来

日
向
高
岡
政
美
天
日
出
雲
隅
宮
御
尊杖代
孫
宿
祢
琉
球
浦
添
王
子
朝
憲

敦
子
ら
と
並
ん
で
著
名
女
流
歌
人
蓮
月
尼
の
名
前
が
見
え
る
の
は
興
味
深

い
。「
鹿
児
島
」
の
部
に
敦
子
の
名
前
が
あ
る
の
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
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四
月
二
十
九
日
に
夫
篤
之
を
亡
く
し
、
翌
六
年
（
一
八
五
三
）
四
月
に
京
都
を

発
っ
て
夫
の
故
郷
鹿
児
島
に
下
る
と
い
う
、
敦
子
の
前
半
生
に
と
っ
て
最
も
大

き
な
境
遇
の
変
化
を
、『
都
洲
集
』
の
姓
名
録
が
反
映
さ
せ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

二
　
鹿
児
島
へ
下
る

（
一
）
嘉
永
六
年
〜
安
政
三
年

夫
を
亡
く
し
た
敦
子
は
、
翌
六
年
（
一
八
五
三
）
に
娘
の
徳
子
を
伴
っ
て
婚

家
が
あ
る
鹿
児
島
へ
下
り
、
亡
夫
の
家
族
に
献
身
的
に
仕
え
る
。
京
都
か
ら
鹿

児
島
ま
で
の
道
中
を
著
し
た
の
が
『
心
つ
く
し
』
で
あ
り
、
文
中
に
は
有
功
と

の
離
別
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
引
用
は
、
敦
子
の
自
筆
と
推
定
さ
れ
る
鹿

児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
所
蔵
の
巻
子
本
か
ら
行
う
。

千
ぐ
さ
の
殿
に
も
、
此
五
と
せ
六
と
せ
は
打
絶
て
ま
う
で
奉
ら
ざ
り
し
か

ど
、
か
く
い
ま
は
と
下
る
ほ
ど
の
御
い
と
ま
を
だ
に
聞
え
ざ
ら
ん
も
か
し

こ
か
る
べ
け
れ
ば
、
二
日
三
日
か
ね
て
あ
か
ら
さ
ま
に
ま
う
の
ぼ
り
ぬ
。

ま
だ
い
は
け
な
か
り
し
ほ
ど
よ
り
、
道
の
を
や
と
頼
み
奉
り
、
ち
ゝ
な
ど

も
「
お
の
が
な
く
な
り
侍
り
な
む
後
は
と
も
か
く
も
御
か
げ
に
か
く
ろ
へ

さ
せ
給
へ
」
と
の
み
な
げ
き
置
奉
り
し
か
ば
、
此
年
比
と
な
り
て
は
、
お

さ

く
参
り
つ
か
う
ま
つ
る
こ
と
も
な
か
り
し
か
ど
、
な
ほ
忝
な
う
か
へ

り
み
、
思
召
た
る
を
、
か
く
て
わ
か
れ
奉
ら
ん
こ
と
ゝ
思
ふ
に
、
涙
も

と
ゞ
ま
ら
ず
。

当
時
二
十
九
歳
の
敦
子
が
、
五
、
六
年
前
か
ら
有
功
と
の
交
流
が
途
絶
え
て

い
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
二
十
歳
頃
に
正
式
に
入
門
し
た
も

の
の
、
四
、
五
年
後
に
は
す
で
に
往
来
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
そ
の

よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鹿
児
島
へ
下
る
前
に
有
功
の
元
を

訪
れ
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

同
年
五
月
、
知
紀
は
赦
免
さ
れ
て
都
城
か
ら
鹿
児
島
へ
帰
る
。『
一
代
略
記
』

に
、「
同
六
年
丑
五
月
十
五
日
御
奉
公
障
御
赦
免
被
仰
付
候
事
。」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
拠
る
。
同
年
に
正
風
も
ま
た
流
罪
が
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

敦
子
は
、
鹿
児
島
へ
下
っ
た
こ
の
年
か
翌
年
に
正
風
と
出
会
う
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
正
風
は
、
税
所
徳
子
編
輯
発
行
『
さ
だ
め
な
き
世
』（
一
九
〇
〇

年
）
所
収
「
税
所
敦
子
君
の
棺
前
に
誄
す
」
に
お
い
て
、

正
風
が
歌
に
よ
り
て
君
と
始
め
て
相
見
し
は
、
君
が
齢
三
十
に
垂
ん
と

し
、
正
風
が
齢
十
八
九
の
頃
な
り
き
。

と
回
想
し
て
お
り
、
正
風
十
八
、
九
歳
、
敦
子
が
三
十
歳
頃
に
初
め
て
対
面
し

た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、『
歌
も
の
が
た
り
』
の
「
税
所
敦
子
刀
自
勅
撰
を
冀

ひ
し
こ
と
」
で
は
、
そ
の
年
齢
が
若
干
異
な
り
、
敦
子
は
三
十
歳
を
過
ぎ
た
頃

で
、
正
風
が
二
十
〜
二
十
二
歳
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
し
、
正
風
の
記
憶
に
幅
が

あ
る
。〈

前
略
〉
一
生
交
際
を
む
す
ん
で
益
を
得
た
と
思
ふ
人
は
税
所
敦
子
で
あ

つ
た
。
こ
の
人
は
一
体
自
分
よ
り
は
先
輩
で
あ
つ
て
、
余
程
有
名
な
人
で

あ
つ
た
。
―此
―人
―が
―良
―人
―に
―永
―別
―れ
―て
―薩
―摩
―に
―下
―ら
―れ
―た
―時
―分
―に
―は
―、
―未
―だ
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―や
―う
―や
―く
―三
―十
―を
―少
―し
―出
―た
―位
―の
―年
―齢
―で
―あ
―つ
―た
―。
―其
―頃
―自
―分
―は
―二
―十
―歳

―か
―二
―十
―一
―二
―才
―位
―の
―年
―で
―あ
―つ
―た
が
、
何
し
ろ
あ
つ
子
と
云
ふ
人
は
有
名

な
婦
人
で
あ
つ
た
か
ら
、
時
々
行
つ
て
歌
の
談
話
を
聞
い
た
り
何
か
し
て

交
つ
て
居
つ
た
と
こ
ろ
が
、
中
々
歌
の
道
に
秀
で
ゝ
居
る
計
り
で
無
く
、

才
徳
兼
備
の
人
で
、
実
に
得
難
い
人
物
で
あ
つ
た
か
ら
、
私
は
常
に
敬
服

し
て
居
つ
た
。
殆
ど
若
い
時
分
に
は
、
心
中
に
は
自
分
の
師
と
ま
で
思
つ

て
尊
敬
し
て
居
つ
た
。

知
紀
撰
の
歌
集
『
小
門
の
汐
干
』
は
、
二
人
の
出
会
い
を
裏
付
け
る
贈
答
歌

を
収
め
る
。『
小
門
の
汐
干
』
は
中
本
上
・
下
巻
二
冊
本
で
、
下
巻
に
知
紀
の

跋
文
を
収
め
、
主
に
鹿
児
島
の
門
人
や
親
交
の
あ
っ
た
人
々
の
歌
を
収
録
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
成
立
及
び
出
版
年
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。『
国
書
総
目

録
』
で
は
「
安
政
六
刊
」
と
し
、
福
島
タ
マ
執
筆
「
八
田
知
紀
」（
昭
和
女
子

大
学
近
代
文
学
研
究
室
編
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
　
第
一
巻
』
一
九
五
六
年

昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
）
の
著
作
年
表
で
は
「
安
政
三
年
」
と
す
る
が
、
そ
れ

ら
の
刊
記
を
持
つ
伝
本
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日

本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
、
宮
城
県
立
図
書
館
本
の
書
誌

注
記
に
「〈
版
〉
安
政
六
年
刊
の
重
印
」
と
あ
る
が
、
宮
城
県
立
図
書
館
に
問

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
は
そ
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
た
だ
し
、

年
代
が
特
定
で
き
る
歌
の
中
で
最
も
新
し
い
の
は
、『
小
門
の
汐
干
』
下
巻
の

雑
歌
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、「
冨
士
谷
御
杖
が
三
十
三
回
忌
に
追
年
懐
旧
」
と

題
す
る
正
風
の
歌
で
あ
る
。
御
杖
の
三
十
三
回
忌
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

で
あ
る
は
ず
な
の
で
、
そ
の
後
す
ぐ
の
成
立
で
あ
っ
た
と
す
る
べ
き
か
。

ま
た
『
小
門
の
汐
干
』
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
は
、
知
紀
の
跋
文
か
ら
明
ら

か
と
な
る
。
引
用
は
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
本
に
拠
る
。

〈
前
略
〉
今
の
お
ほ
み
や
ど
こ
ろ
さ
だ
め
玉
ひ
し
よ
り
の
ち
、
歌
の
さ
ま

も
お
の
づ
か
ら
や
す
く
た
ひ
ら
け
き
大
御
代
ぶ
り
と
う
つ
り
か
は
り
て
、

猶
せ
み
の
小
川
の
み
を
た
え
ず
、
日
か
げ
の
か
づ
ら
長
く
伝
は
り
、
そ
の

し
ら
べ
や
そ
の
御
時
に
い
た
り
て
神
山
の
み
ね
の
松
風
い
や
さ
や
に
き
こ

え
つ
ゝ
、
―よ
―も
―の
―く
―に
―ぶ
―り
―と
―い
―へ
―ど
―も
―、
―色
―ご
―の
―み
―の
―家
―の
―み
―に
―と
―ゞ

―ま
―ら
―ず
―、
―都
―人
―の
―え
―ら
―び
―に
―さ
―へ
―も
―れ
―ざ
―ら
―む
―中
―に
―、
―ひ
―と
―り
―わ
―が
―さ
―つ

―ま
―人
―の
―歌
―、
―さ
―る
―冊
―子
―ど
―も
―の
―中
―に
―見
―え
―ざ
―ら
―ん
―は
―、
―も
―と
―よ
―り
―し
―か
―あ

―る
―べ
―き
―理
―り
―に
―な
―む
。〈
中
略
〉
し
か
は
あ
れ
ど
も
、
鶯
蛙
の
声
き
か
ざ

ら
ん
里
し
な
け
れ
ば
、
―と
―し
―比
―例
―の
―わ
―ざ
―す
―る
―か
―た
―手
―に
―お
―の
―が
―じ
―ゝ
―う

―め
―き
―出
―た
―る
―も
―す
―く
―な
―か
―ら
―ず
―。
―そ
―が
―中
―に
―は
―す
―こ
―し
―き
―こ
―え
―た
―ら
―ん
―な

―き
―に
―し
―も
―あ
―ら
―ね
―ば
―、
―お
―も
―ふ
―ど
―ち
―と
―み
―に
―あ
―ひ
―は
―か
―り
―て
―こ
―の
―一
―巻
―を

―ば
―も
―の
―し
―つ
。

都
人
の
手
に
な
る
撰
集
に
採
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
薩
摩
の
人
の
歌
だ

が
、
中
に
は
少
し
意
味
の
通
じ
る
歌
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
仲
間
同
志

で
す
ぐ
に
相
談
し
合
っ
て
こ
の
一
巻
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
。
敦
子
の
歌
は
、

上
巻
に
春
歌
八
首
、
夏
歌
一
〇
首
、
秋
歌
一
三
首
の
計
三
一
首
、
下
巻
に
冬
歌

五
首
、
恋
歌
六
首
、
雑
歌
一
五
首
の
計
二
六
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
小
門
の
汐
干
』
上
巻
の
巻
頭
に
は
三
丁
半
に
わ
た
る
「
姓
名
」
が
付
さ
れ
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て
お
り
、
計
一
三
五
名
（
内
「
琉
球
国
」
四
名
）
が
名
前
を
連
ね
、
上
・
下
巻

で
全
九
二
四
首
を
収
録
す
る
。
こ
れ
だ
け
の
歌
人
と
歌
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と

は
、
薩
摩
藩
領
に
お
い
て
そ
れ
だ
け
知
紀
が
歌
人
と
し
て
名
を
成
し
、
信
頼
さ

れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。「
姓
名
」
に
は
「
税
所
氏
敦
子
」
と
あ
り
、

敦
子
の
亡
夫
も
「
税
所
敦
〈
マ
マ
〉之
」
と
名
前
が
見
え
る
。
篤
之
の
歌
も
収
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
最
近
の
歌
に
限
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

「
鶴
園
親
義
」

（
11
）

こ
と
正
風
、
さ
ら
に
黒
田
清
綱
の
名
前
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
知
紀
に
続
い
て
宮
中
へ
上
が
り
、
や
が
て
御
歌
所
の
中
枢
を
担

っ
て
い
く
敦
子
・
正
風
・
清
綱
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
時
点
で
す
で
に
薩
摩
閥
の
人
脈
が
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
え
、
注
目
に

値
す
る
。

で
は
、
そ
の
下
巻
の
雑
歌
の
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
敦
子
と
正
風
の
贈
答
歌

を
見
て
み
る
。

税
所
文
豹
の
年
忌
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
則
文

〈
中
略
〉

同
人
の
三
回
忌
に
よ
み
て
遣
し
け
る
　
　
　
親
義

此
夏
は
君
が
む
か
し
を
忍
び
音
に
な
く
と
の
み
聞
ほ
と
ゝ
ぎ
す
か
な

返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
子

杜
鵑
よ
に
忍
ば
る
ゝ
声
き
け
ば
い
よ

く
を
し
き
音
こ
そ
な
か
る
れ

篤
之
の
三
回
忌
に
際
し
、
正
風
か
ら
歌
が
送
ら
れ
て
い
る
。
篤
之
の
没
年
が

嘉
永
五
年
で
あ
る
か
ら
、
三
回
忌
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
で
あ
る
。
遅
く

と
も
そ
れ
ま
で
に
は
二
人
は
知
り
合
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
鹿
児
島
の
地
に
立
っ
た
二
人
は
、
程
な
く
し
て
対
面
を
果

た
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
お
そ
ら
く
敦
子
二
十
九
・
三
十
歳
、
正
風
十
八
・

九
歳
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
以
後
、
敦
子
が
七
十
六
歳
で
没
す

る
ま
で
の
付
き
合
い
で
あ
る
か
ら
、
正
風
が
敦
子
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
と

い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

敦
子
に
歌
を
学
ぶ
一
方
で
、
帰
郷
後
の
正
風
は
、
知
紀
の
門
人
で
あ
っ
た
若

松
則
文
に
も
歌
の
教
え
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
歌
も
の

が
た
り
』
の
「
八
田
知
紀
翁
の
門
に
入
る
」
に
見
え
る
。

―其
―時
―分
―に
―八
―田
―先
―生
―と
―云
―ふ
―人
―は
―、
―私
―の
―国
―で
―は
―紀
―貫
―之
―の
―や
―う
―に
―貴
―ば

―れ
―て
―居
―る
―人
―で
―、
―即
―ち
―香
―川
―景
―樹
―翁
―の
―門
―人
―で
―あ
―つ
―た
。
そ
こ
で
、
山
田

清
安
先
生
の
没
後
は
、
皆
此
門
に
集
つ
た
。
若
松
氏
も
其
内
の
一
人
で
あ

つ
て
、
時
々
歌
の
会
な
ど
を
宅
で
す
る
こ
と
も
あ
つ
て
、
八
田
先
生
も

折
々
ま
ゐ
ら
れ
た
。

年
月
は
判
然
覚
え
て
居
な
い
が
、
―あ
―る
―時
―私
―が
―十
―八
―か
―九
―の
―時
―で
―あ
―つ

―た
―が
―、
―今
―の
―八
―田
―先
―生
―が
―若
―松
―則
―文
―の
―と
―こ
―ろ
―に
―、
―会
―の
―催
―し
―が
―あ
―つ
―て

―出
―席
―さ
―れ
―る
―と
―云
―ふ
―こ
―と
―で
―あ
―つ
―た
。〈
中
略
〉
す
る
と
、
此
時
若
松
則

文
の
云
ふ
に
は
、「
今
日
は
有
名
な
る
八
田
先
生
が
御
出
席
に
な
つ
て
下

さ
る
の
は
誠
に
幸
で
、
恰
も
好
機
で
あ
る
か
ら
、
お
前
達
も
お
目
通
り
を

し
て
お
い
た
ら
宜
か
ら
う
」
と
云
は
れ
た
の
で
、―「
―私
―も
―ど
―う
―か
―お
―目
―に
―懸

―り
―た
―い
―」
―と
―思
―つ
―て
―居
―つ
―た
―と
―こ
―ろ
―で
―あ
―つ
―た
―か
―ら
―、
―誠
―に
―嬉
―し
―く
―て
―、
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―「
―そ
―れ
―は
―有
―り
―難
―い
―こ
―と
―で
―あ
―る
―」
―と
―云
―つ
―て
―、
―悦
―ん
―で
―折
―田
―と
―共
―に
―出

―席
―し
―た
。

正
風
は
、
嘉
永
六
年
か
ら
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
十
八
・
九
歳
の
時
に
、

歌
会
を
通
じ
て
知
紀
と
顔
を
合
わ
せ
、
そ
の
日
の
う
ち
に
知
紀
の
門
人
と
な
っ

て
い
る
。
同
じ
く
『
歌
も
の
が
た
り
』
の
「
鶴
園
の
記
」
に
は
、

そ
こ
で
そ
の
後
も
何
や
か
や
と
歌
の
書
抜
な
ど
を
さ
せ
て
呉
れ
た
り
、
又

―小
―門
―汐
―干
―と
―云
―ふ
―歌
―集
―を
―撰
―ば
―る
―ゝ
―際
―に
―は
―、
―其
―下
―撰
―の
―こ
―と
―な
―ど
―す
―べ

―て
―を
―委
―任
―せ
―ら
―れ
―た
―。
―又
―先
―生
―の
―家
―集
―忍
―草
―の
―二
―篇
―を
―出
―さ
―る
―ゝ
―に
―付
―い

―て
―も
―、
―私
―に
―其
―下
―撰
―り
―を
―さ
―せ
―ら
―れ
―て
―、
―而
―う
―し
―て
―序
―文
―ま
―で
―書
―け
―と
―云

―は
―る
―ゝ
―こ
―と
―で
―あ
―つ
―た
―か
―ら
―、
―私
―は
―ホ
―ン
―の
―最
―下
―の
―門
―人
―で
―あ
―る
―か
―ら
―、

―思
―ひ
―も
―寄
―ら
―ぬ
―こ
―と
―で
―、
―再
―三
―辞
―退
―し
―た
―け
―れ
―ど
―も
―、―許
―さ
―れ
―ず
―、―「
―是
―非

―書
―け
―」
―と
―云
―ふ
―こ
―と
―で
―あ
―つ
―た
―か
―ら
―無
―拠
―書
―い
―た
―が
―、
―其
―序
―の
―終
―り
―に
―、

―鶴
―園
―親
―義
―と
―書
―い
―て
―あ
―る
。

と
あ
り
、
知
紀
は
正
風
に
『
小
門
の
汐
干
』
入
集
歌
の
選
出
や
編
集
作
業
を
任

せ
、
自
ら
は
そ
れ
ら
の
確
認
作
業
を
担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
正

風
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
出
版
の
知
紀
の
家
集
『
し
の
ぶ
草
』
二
編

に
、「
鶴
園
親
義
」
の
名
で
安
政
二
年
の
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
知
紀

は
、
入
門
し
て
程
な
い
、
ま
た
名
も
な
い
正
風
に
歌
集
の
編
集
を
さ
せ
、
ま
し

て
序
文
を
書
か
せ
る
機
会
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
嘉
永
朋
党
事
件
の

こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
正
風
の
歌
才
を
信
頼
し
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
二
）
安
政
四
年
〜
同
六
年

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
九
月
九
日
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
に
若
君
哲
丸
が

誕
生
し
、
敦
子
は
そ
の
傅
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し

て
、
阪
正
臣
が「
税
所
刀
自
の
伝
」で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
、掲
げ
て
お
く
。

か
ゝ
る
程
に
、
太
守
島
津
斉
彬
公
最
末
の
公
子
鉄
麿
君
誕
生
あ
り
。
公
、

敦
子
が
賢
を
聞
き
、
之
を
稠
人
中
よ
り
抜
擢
し
、
公
子
の
保
姆
と
せ
ら
れ

け
り
。
こ
れ
異
数
の
事
に
し
て
、
藩
人
み
な
公
の
英
断
に
驚
き
ぬ
。
公
、

敦
子
が
行
為
す
る
こ
と
数
日
、
大
に
喜
び
て
曰
く
、「
予
、
人
を
得
た
り
」

と
。
蓋
ゆ
く

く
之
を
し
て
公
子
を
教
育
せ
し
め
ん
と
の
意
あ
り
し
な
ら

ん
。
敦
子
も
亦
こ
の
不
次
の
抜
擢
を
蒙
り
、
公
の
値
遇
に
感
激
す
る
こ
と

極
め
て
深
か
り
し
こ
と
は
、
明
治
の
御
代
と
な
り
て
知
ら
れ
た
り
き
。

し
か
し
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七
月
十
六
日
に
斉
彬
が
逝
去
す
る
と
、

翌
年
一
月
十
日
に
哲
丸
も
夭
折
し
て
し
ま
っ
た
。

三
　
再
び
京
都
へ

（
一
）
文
久
三
年

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
斉
彬
の
養
女
（
12
）

と
し
て
貞
姫
を
近
衛
忠
房
の
元
へ

嫁
が
せ
る
こ
と
と
な
り
、
敦
子
は
そ
の
後
見
役
の
老
女
と
し
て
選
ば
れ
、
上
京

す
る
。
敦
子
三
十
九
歳
の
と
き
で
あ
り
、
そ
の
旅
の
模
様
は
道
中
日
記
『
松
の

― 27―



さ
か
え
』
（
13
）

に
詳
し
い
。
阪
正
臣
「
税
所
刀
自
の
伝
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。

島
津
家
と
近
衛
家
と
は
浅
か
ら
ぬ
御
間
柄
な
り
け
る
に
、
猶
も
親
密
を
累

ね
ん
と
て
、
故
従
一
位
忠
A
公
の
御
嫡
男
に
し
て
今
の
篤
麿
公
の
御
生
夫

た
り
し
忠
房
公
、
そ
の
頃
は
左
大
将
と
聞
え
し
に
配
は
せ
参
ら
せ
む

〈
マ
マ
〉

、
島

津
家
支
族
の
家
の
女
を
久
光
公
の
養
女
と
し
、
こ
れ
を
都
に
上
せ
ら
る
ゝ

こ
と
ゝ
な
り
、
う
し
ろ
み
の
老
女
と
し
て
又
敦
子
を
そ
へ
ら
れ
け
り
。

こ
の
貞
姫
入
輿
の
際
に
は
、
知
紀
も
ま
た
貞
姫
に
付
き
従
い
上
京
し
て
い

た
。
そ
の
道
中
を
著
し
た
の
が
『
め
ぐ
み
の
風
』

（
14
）

で
あ
る
。
以
後
、
敦
子
は

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
宮
中
出
仕
に
至
る
ま
で
、
十
二
年
間
近
衛
家
の
老

女
と
し
て
忠
勤
に
励
ん
だ
。
そ
の
間
の
敦
子
と
島
津
久
光
に
追
従
し
て
先
に
京

都
へ
上
っ
て
い
た
正
風
の
様
子
を
、『
歌
も
の
が
た
り
』
の
「
税
所
敦
子
刀
自

勅
撰
を
冀
ひ
し
こ
と
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

爾
う
云
ふ
訳
で
又
々
―折
―節
―に
―出
―会
―て
―は
―、
―道
―の
―話
―な
―ん
―ぞ
―を
―し
―て
―、
―互
―ひ

―に
―歌
―を
―見
―せ
―合
―つ
―て
―居
―つ
―た
―。
け
れ
ど
も
、
何
分
先
方
は
、
近
衛
光
蘭
院

の
老
女
で
あ
り
、
殊
に
は
又
極
め
て
慎
し
み
深
い
人
で
あ
つ
た
か
ら
、
私

の
宅
な
ん
ぞ
に
参
ら
れ
た
こ
と
は
一
篇
も
無
か
つ
た
。
只
―近
―衛
―家
―の
―奥
―で

―話
―を
―す
―る
―位
―の
―こ
―と
―で
―あ
―つ
―た
。

（
二
）
明
治
二
年

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
跋
刊
、
中
本
で
上
・
下
巻
二
冊
本
の
知
紀
著
『
白

雲
日
記
』
に
は
、
敦
子
の
序
文
を
収
め
る
。
た
だ
し
、
明
治
二
年
の
刊
記
は
な

く
、
羽
鳥
春
隆
に
よ
る
跋
文
の
末
尾
「
明
治
二
巳
の
と
し
の
春
」
に
拠
る
。
慶

応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
五
日
、
知
紀
は
藩
主
島
津
忠
義
に
従
い
京
都
か
ら

江
戸
へ
向
か
う
。
そ
の
旅
の
目
的
は
、
敦
子
の
序
か
ら
知
ら
れ
る
。
引
用
は
、

長
野
県
立
短
期
大
学
図
書
館
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
）
に
拠
る
。

八
田
大
人
ひ
さ
し
く
み
や
こ
の
任
に
そ
な
は
り
た
ま
ひ
、
み
ち
の
ほ
ま
れ

は
た
世
に
な
ら
び
き
こ
ゆ
る
ひ
と
な
き
も
の
か
ら
、
ま
だ
あ
づ
ま
ぢ
の
ふ

じ
の
た
か
ね
を
見
た
ま
は
ぬ
な
む
、
い
と
ほ
い
な
く
お
ぼ
ゆ
る
な
ど
、
ひ

と
ぐ
御
前
ち
か
く
て
か
た
り
あ
へ
り
し
を
き
こ
し
め
し
て
、「
そ
は
く
ち

を
し
き
わ
ざ
に
も
あ
る
か
な
。
と
し
も
や
う

く
お
い
ぬ
と
は
い
へ
ど
、

な
ほ
い
と
す
く
よ
か
な
れ
ば
、
と
く
ゆ
き
て
み
よ
か
し
。
み
ち
の
ほ
ど
も

め
づ
ら
か
な
る
こ
そ
お
ほ
か
ら
む
を
ま
ち
み
ん
、
は
た
た
の
し
か
る
べ

う
」
と
の
た
ま
は
せ
て
、
や
が
て
御
い
と
ま
た
ま
は
り
し
か
ば
、
か
し
こ

み
き
こ
え
て
、
と
み
に
い
で
た
ち
た
ま
ひ
し
よ
り
、
い
つ
し
か
と
ひ
を
か

ぞ
へ
ま
ち
き
こ
ゆ
る
ほ
ど
に
、
あ
き
の
な
か
ば
ち
か
う
な
り
て
か
へ
り
の

ぼ
り
つ
ゝ
、
く
さ

ぐ
の
つ
と
に
そ
へ
て
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
る
ひ
と
ま

き
、
か
た
は
し
う
か
ゞ
ひ
み
る
に
も
、
め
も
あ
や
に
い
の
ち
の
ぶ
る
こ
ゝ

ち
す
る
は
、
か
の
や
ま
に
あ
り
て
ふ
い
く
く
す
り
も
と
め
得
た
ま
へ
る
し

る
し
の
、
ま
づ
は
あ
ら
は
れ
た
り
と
も
い
ひ
つ
べ
く
や
。

あ
つ
子

知
紀
は
、
未
だ
富
士
山
を
見
て
い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
が
、
主
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君
の
薦
め
も
あ
っ
て
、
富
士
山
を
見
る
目
的
の
旅
へ
出
発
し
た
。
ま
た
、
こ
の

日
記
の
ほ
ん
の
一
部
を
の
ぞ
き
見
る
に
お
い
て
も
、
目
が
く
ら
む
ほ
ど
大
変
立

派
で
命
が
延
び
る
よ
う
な
気
持
ち
が
す
る
の
は
、
富
士
山
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
、
不
老
不
死
の
薬
を
手
に
入
れ
た
効
果
が
早
速
現
れ
た
と
言
っ
た
方
が
い

い
だ
ろ
う
か
と
結
ん
で
い
る
。

日
記
の
中
に
は
、
出
発
前
の
知
紀
を
激
励
す
る
敦
子
と
知
紀
の
贈
答
歌
各
三

首
が
収
め
ら
れ
る
。

税
所
あ
つ
子

た
か
き
名
を
空
に
き
ゝ
つ
ゝ
不
二
の
ね
の
神
も
や
君
を
待
わ
た
る
ら
ん

み
な
月
の
て
る
日
に
ち
か
き
不
二
の
ね
も
雪
や
ふ
る
ら
ん
見
む
人
の
た
め

た
び
衣
た
つ
と
き
く
よ
り
敷
し
ま
の
や
ま
と
錦
の
つ
と
を
こ
そ
ま
て

か
へ
し

大
空
の
む
な
し
き
名
こ
そ
た
か
ゝ
ら
め
神
の
お
も
は
ん
こ
と
ぞ
や
さ
し
き

み
な
月
の
空
に
も
つ
も
る
白
雪
を
君
と
ゝ
も
に
も
見
ん
よ
し
も
が
な

さ
く
や
姫
め
ぐ
み
た
ま
は
ゞ
敷
し
ま
の
や
ま
と
錦
を
山
づ
と
に
せ
む

敦
子
は
、当
然
こ
の
旅
と
そ
の
目
的
を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。ま
た
、
七
十

歳
と
い
う
老
齢
に
達
し
て
い
た
知
紀
が
、
二
十
六
歳
も
年
下
の
敦
子
に
作
品
の

序
を
任
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
だ
け
敦
子
の
歌
文
の
才
能
を
認
め
、
評
価
し
て
い
た
証
左
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
歌
人
税
所
敦
子
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
特
に
敦
子
が
有
功
、
知
紀
、
正
風
と
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
出
会
い
、
関

わ
っ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
敦
子
は
幼
い
時
か
ら
堂
上
歌
人

の
有
功
に
歌
を
学
び
、
お
そ
ら
く
そ
の
有
功
を
介
し
て
知
紀
と
は
出
会
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
知
紀
は
、
敦
子
と
時
を
同
じ
く
し
て
有
功
と
交
流
を
始
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
敦
子
と
は
そ
の
頃
か
ら
の
長
年
に
わ
た
る
付
き
合
い
と
な
る
。
知

紀
撰
の
歌
集
に
は
多
数
の
歌
が
入
集
し
、
ま
た
知
紀
の
作
品
の
序
文
を
記
す
な

ど
、「
諷
誦
文
」
の
文
言
を
借
り
る
な
ら
、
ま
さ
に
「
師
友
」
の
関
係
に
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
知
紀
と
正
風
が
流
罪
を
赦
免
さ
れ
た
時
に
は
、
敦
子
も
鹿
児

島
の
地
に
立
っ
て
い
た
。
正
風
は
そ
の
後
間
も
な
く
、
敦
子
と
歌
友
と
し
て
交

わ
る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
頃
に
は
知
紀
門
へ
の
入
門
を
果
た
す
。
こ
う
し
て
敦

子
、
知
紀
、
正
風
の
三
者
が
と
も
に
鹿
児
島
時
代
を
過
ご
し
た
こ
と
が
、
結
果

と
し
て
人
脈
を
強
固
な
も
の
と
し
、
や
が
て
上
京
、
宮
中
出
仕
へ
と
至
る
こ
と

に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
知
紀
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
正
風
、
敦
子

と
宮
中
へ
上
が
っ
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

今
回
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
実
態
を
詳
細
に
伝
え
る
資
料
が
少
な

く
、
概
観
を
捉
え
る
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
否
め
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
流
派
の
別
な
く
、
様
々
な
歌
人
と
積
極
的
に
往
来
し
た
有
功
や
知
紀
に
師

事
し
、
そ
し
て
知
紀
に
連
な
る
正
風
と
の
親
交
に
よ
っ
て
歌
人
税
所
敦
子
は
形
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成
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

注（
１
）
敦
子
に
関
す
る
主
な
参
考
文
献
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
御
歌
所
派
歌
人

税
所
敦
子

―
官
歴
の
考
証
―
」（『
国
文
学
攷
』
第
二
一
〇
号
、
二
〇
一
一
年
六
月
）

の
（
注
１
）
で
列
挙
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
以
下
、
資
料
及
び
雑
誌
等
の
引
用
に
際
し
て
は
、
通
行
の
字
体
に
改
め
、
振
り
仮
名

は
省
略
し
、
適
宜
句
読
点
・
濁
点
・
カ
ギ
括
弧
を
補
っ
た
。
引
用
文
中
に
私
に
施
す

括
弧
は
〈

〉
で
示
し
、
引
用
文
に
本
来
あ
る
（

）
と
区
別
し
た
。
ま
た
、
傍
線

や
改
行
の
／
は
私
に
付
し
た
。

（
３
）
清
水
勝
「
千
種
有
功
と
八
田
知
紀
―
有
功
と
知
紀
の
著
述
（
主
と
し
て
版
本
の
特

性
）
よ
り
―
」（『
志
學
館
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
二
二
巻
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
七

月
）
で
は
、
景
樹
没
後
の
有
功
と
知
紀
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
４
）
一
九
一
六
年
刊
。
二
年
後
の
一
九
一
八
年
に
は
、『
税
所
敦
子
伝
』
と
改
題
し
て
博

文
館
よ
り
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
以
下
『
敦
子
刀
自
』
と
略
す
。

（
５
）「
諷
誦
文
」
の
末
尾
に
は
「
僧
園
清
衆
敬
て
白
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
敦
子
刀

自
』
の
「
敦
子
の
臨
終
」
で
は
、「
敦
子
の
葬
式
は
、
二
月
八
日
午
後
一
時
、
砂
土
原

町
の
自
邸
を
出
棺
、
青
山
墓
地
に
仏
式
を
以
て
行
は
れ
た
。
其
の
導
師
は
、
目
白
僧

園
の
雲
照
和
上
が
自
ら
勤
め
ら
れ
、〈
後
略
〉」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
白
僧
園
の
「
清

衆
」
が
、
葬
式
当
日
に
読
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
成
立
年
未
詳
。
内
題
「
八
田
翁
一
代
略
記
」。
内
題
下
に
「
自
筆
の
写
」、
そ
の
右
側

に
「
子
八
田
善
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
下
に
「
大
正
十
二
年
五
月
中

旬
／
編
輯
所
本
に
て
」
と
あ
る
。
以
下
『
一
代
略
記
』
と
略
す
。

（
７
）
加
藤
雄
吉
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
宗
光
「「
尾
花
集
」
と
c
外
」（『
c
外
』
第
八
号
、

一
九
七
一
年
三
月
）、
同
「
八
田
知
紀
と
薩
摩
の
和
歌
」（『
大
妻
国
文
』
四
号
、
一
九

七
三
年
三
月
）
で
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
松
波
資
之
や
松
浦
辰
男
、
森
c
外
、
田
山
花

袋
、
柳
田
国
男
等
と
親
交
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
加
藤
は
「
税
所
敦
子
刀
自

を
憶
ふ
」（『
女
鑑
』
二
〇
三
号
、
一
九
〇
〇
年
四
月
）
に
、

二
十
九
年
の
夏
、
黒
田
子
爵
の
紹
介
を
得
て
、
初
め
て
刀
自
の
邸
を
訪
ひ
し
か

ど
も
、
偶
々
病
臥
中
に
て
、
会
語
を
得
ず
。

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
黒
田
清
綱
と
面
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
清
綱
を

介
し
て
敦
子
と
顔
を
合
わ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。『
尾
花
集
』（
一
九
一
七
年
　
加
藤
雄

吉
発
行
）
収
録
「
薩
藩
国
学
家
の
伝
記
を
調
査
し
始
め
た
動
機
」
で
は
、
井
上
通
泰

に
勧
め
ら
れ
て
薩
摩
藩
の
国
学
者
の
伝
記
を
調
査
し
始
め
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
８
）
鹿
児
島
県
立
図
書
館
蔵
『
近世
薩
州
群
書
一
覧
』
は
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
か
ら
出
版
さ

れ
て
お
り
、
成
立
・
出
版
年
は
不
明
で
あ
る
（
Ａ
）。
同
図
書
館
に
は
、
出
版
年
が
一

九
五
七
年
で
、
Ａ
と
全
く
同
じ
内
容
を
持
つ
も
の
が
あ
る
（
Ｂ
）。
ま
た
、
出
版
者
は

不
明
だ
が
、
一
九
一
六
年
の
出
版
年
を
持
つ
和
綴
じ
の
も
の
が
あ
る
（
Ｃ
）。
図
書
館

側
の
調
査
に
よ
る
と
、
県
立
図
書
館
が
Ｃ
を
活
字
に
し
て
印
刷
し
た
も
の
が
Ｂ
で
あ
り
、

そ
れ
を
本
と
成
し
た
の
が
一
九
五
七
年
で
あ
る
と
い
う
。
Ａ
も
そ
の
頃
の
成
立
か
。

（
９
）「
八
田
知
紀
略
年
譜
」
が
何
に
拠
っ
て
作
成
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
一
代
略

記
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
重
な
る
部
分
が
多
い
。
加
藤
は
、『
近世
薩
州
群
書

一
覧
』
で
『
一
代
略
記
』
に
つ
い
て
、

一
代
略
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冊

八
田
知
紀
著
。
そ
の
幼
時
よ
り
明
治
の
は
じ
め
に
至
る
迄
の
閲
歴
を
自
筆
も
て

略
叙
せ
り
。
明
治
三
十
一
年
夏
、
八
田
三
郎
氏
の
も
と
に
て
一
見
せ
り
。

と
記
し
て
お
り
、
実
見
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
先
述
の
通
り
、「
貴

賤
通
交
帳
（
自
筆
）」
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
自
筆
と
判
断
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、

お
そ
ら
く
そ
れ
ら
知
紀
自
筆
文
書
を
元
に
「
八
田
知
紀
略
年
譜
」
を
作
成
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）
大
阪
市
立
大
学
森
文
庫
和
古
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

h
ttp

://d
lisv

03.m
ed

ia.osak
a-cu

.ac.jp
/in

folib
/u

ser_con
ten

ts/m
ori/2208.d

jv
u
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（
11
）「
鶴
園
親
義
」
と
い
う
名
前
に
つ
い
て
、
清
水
勝
「
桂
園
派
歌
人
八
田
知
紀
と
高
崎

正
風
―
知
紀
の
歌
集
『
し
の
ふ
く
さ
』
と
、
そ
の
第
二
編
巻
下
跋
文
の
筆
者
「
鶴
園

親
義
」
に
つ
い
て
―
」（『
鹿
児
島
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
一
八
巻
二
号
、
一
九
九
七

年
三
月
）
で
は
、
知
紀
か
ら
与
え
ら
れ
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
士
籍
回
復
時

ま
で
使
用
さ
れ
た
変
名
、
又
は
仮
名
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

遠
山
稲
子
編
『
歌
も
の
が
た
り
』
所
収
「
八
田
知
紀
翁
の
門
に
入
る
」「
鶴
園
の
記
」

に
お
い
て
も
、
そ
の
由
来
が
知
ら
れ
る
。

（
12
）
正
臣
は
、
貞
姫
を
「
島
津
家
支
族
の
家
の
女
を
久
光
公
の
養
女
と
し
、
こ
れ
を
都
に

上
せ
ら
る
ゝ
こ
と
ゝ
な
り
、」（「
税
所
刀
自
の
伝
」）
と
し
て
い
る
が
、
寺
尾
美
保
「
税

所
敦
子
小
考
―
島
津
家
と
の
関
わ
り
―
」（『
尚
古
集
成
館
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
九

一
年
三
月
）
で
は
、『
島
津
正
統
系
図
』（
一
九
八
五
年
　
島
津
家
刊
行
会
）
と
尚
古

集
成
館
所
蔵
の
日
記
を
掲
げ
、
貞
姫
が
久
光
の
養
女
か
ら
、
さ
ら
に
斉
彬
の
養
女
と

な
っ
て
近
衛
家
へ
嫁
ぐ
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
13
）『
松
の
さ
か
え
』
に
は
、『
敦
子
文
集
　
税
所
敦
子
稿
本
』
所
収
「
松
の
栄
」（
写
本
）

と
、『
松
の
栄
』
と
題
す
る
独
立
し
た
写
本
の
二
つ
の
伝
本
が
あ
る
（
と
も
に
中
山
右

尚
氏
所
蔵
）。
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
改
め
て
検
討
す
る
予
定
で
あ

る
。『
女
鑑
』
六
号
（
明
治
二
十
五
年
一
月
五
日
）
の
新
年
附
録
、
ま
た
『
敦
子
刀

自
』
に
は
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）『
め
ぐ
み
の
風
』
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
稿
本
が
あ
り
、
有
馬
祐

政
編
『
勤
王
文
庫
』
第
四
編
（
一
九
一
九
年
　
大
日
本
明
道
会
）
に
は
翻
刻
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
鹿
児
島
県
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

―
ち
ょ
う
ふ
く
・
か
な
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―
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